
①
横
浜
に
と
っ
て
の
人
口
減
少
社
会
を
考
え
る

１
　
人
口
減
少
社
会
は
、
横
浜
に
と
っ
て

　
　
「
ば
ら
色
」
の
未
来
か

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
に
よ
る
と
わ
が
国
の
総
人
口
は
、

２
０
０
６
年
の
１
億
２
７
７
４
万
人

を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
以
後
減
少
に
転

じ
る
と
い
う
。
１
９
８
０
年
代
後
半

か
ら
急
速
に
進
ん
だ
少
子
高
齢
化
に

よ
っ
て
、
遂
に
人
口
が
年
を
追
う
ご

と
に
減
り
続
け
る
と
い
う
社
会
が
、

日
本
列
島
に
到
来
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
だ
。
「
こ
れ
は
、
今
の
社
会
経

済
の
仕
組
み
を
根
本
か
ら
揺
る
が
し

か
ね
な
い
大
変
な
事
態
で
は
な
い

か
」
と
昨
年
あ
た
り
か
ら
、
テ
レ
ビ

番
組
や
新
聞
の
連
載
記
事
な
ど
で
盛

ん
に
人
口
減
少
社
会
の
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
始
め
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
横
浜
と
い
う
首
都
圏
の

大
都
市
に
暮
ら
す
私
達
に
と
っ
て
、

人
口
減
少
社
会
が
到
来
す
る
実
感

は
、
乏
し
い
。
例
え
ば
、
市
区
町
村

別
の
人
口
動
態
を
み
る
と
、
１
９
９

５
年
か
ら
２
０
０
０
年
に
か
け
て
既

に
約
３
分
の
２
（
6
7
・
６
％
）
の
自

治
体
で
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。
こ

横
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
礎
調
査
推
進
Ｐ
Ｊ

の
傾
向
は
、
２
０
０
０
年
以
降
も
拡

大
し
、
２
０
３
０
年
に
は
２
０
０
０

年
に
比
べ
て
人
口
が
２
割
以
上
減
少

す
る
自
治
体
が
半
数
を
超
え
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
人
口

が
１
０
０
万
以
上
を
超
え
る
大
都
市

だ
け
で
み
れ
ば
、
２
０
０
０
年
か
ら

２
０
０
４
年
の
間
で
、
人
口
が
減
少

し
て
い
る
の
は
北
九
州
だ
け
で
、
横

浜
市
を
み
て
も
、
２
０
０
２
年
に
は

人
口
が
３
５
０
万
人
を
突
破
し
、
２

０
０
３
年
の
年
間
人
口
推
移
を
み
て

も
３
万
人
近
い
人
口
が
増
え
て
い

る
。
た
と
え
全
国
の
総
計
が
ど
う

で
あ
れ
、
全
市
統
計
を
見
て
い
る
限

り
横
浜
市
に
つ
い
て
い
え
ば
、
今
後

も
し
ば
ら
く
は
、
人
口
の
「
成
長
・

拡
大
」
傾
向
が
、
続
い
て
い
く
よ
う

に
思
え
る
。

　
さ
ら
に
、
過
疎
の
中
山
間
地
域
な

ど
と
違
っ
て
、
横
浜
の
よ
う
な
首
都

圏
の
大
都
市
自
治
体
に
と
っ
て
、
人

口
減
少
社
会
の
到
来
は
、
実
は
、
歓

迎
す
べ
き
こ
と
で
、
社
会
的
デ
メ
リ

ツ
ト
よ
り
も
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
少

な
か
ら
ず
あ
る
。
例
え
ば
、
「
人
口

が
減
れ
ば
、
現
在
の
過
密
状
態
か
ら

解
放
さ
れ
、
通
勤
地
獄
も
緩
和
さ
れ

る
し
、
広
い
マ
イ
ホ
ー
ム
に
住
む
こ

と
だ
っ
て
で
き
る
、
子
ど
も
の
数
が

少
な
い
分
、
一
人
ひ
と
り
に
充
分
に

手
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
辺

の
自
然
環
境
だ
っ
て
開
発
さ
れ
ず
に

残
せ
る
し
、
い
い
こ
と
ず
く
め
で
は

な
い
か
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来

は
、
横
浜
に
と
っ
て
、
ま
だ
将
来
の

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
歓
迎
す
べ
き

「
ば
ら
色
の
未
来
」
だ
と
い
う
説
は
、

本
当
に
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。

２
　
少
子
高
齢
化
と
経
済
縮
小
の

　
　
ダ
ブ
ル
イ
ン
パ
ク
ト

①
少
子
・
高
齢
化
の
も
た
ら
す
イ
ン

　
パ
ク
ト

　
周
知
の
通
り
、
2
1
世
紀
の
こ
の
列

島
を
覆
う
と
さ
れ
る
人
口
減
少
社
会

は
、
飢
饉
や
戦
争
、
伝
染
病
の
蔓
延

な
ど
で
は
な
く
、
人
口
構
造
の
超
・

少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
少
子
高
齢
化
社
会
の

本
質
は
、
単
に
高
齢
者
が
増
え
た
り
、

こ
ど
も
が
少
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
総
人
口
に

対
す
る
1
5
歳
～
6
4
歳
ま
で
の
生
産
年

齢
人
口
の
割
合
が
、
持
続
的
に
下
が

り
続
け
る
、
す
な
わ
ち
社
会
経
済
の

根
幹
を
支
え
る
働
き
手
が
、
相
対
的

に
少
な
く
な
り
続
け
る
こ
と
に
こ
そ

あ
る
。
ど
ん
な
に
高
齢
者
の
人
口
が

増
え
よ
う
が
、
生
産
年
齢
人
口
が
そ

れ
を
上
回
る
勢
い
で
増
え
て
い
け

ば
、
社
会
の
活
力
は
維
持
さ
れ
、
年

金
や
介
護
の
問
題
な
ど
が
社
会
問
題

と
し
て
表
面
化
す
る
こ
と
は
な
い
。

私
達
が
、
人
口
減
少
社
会
に
つ
い
て

考
え
る
時
に
は
、
人
口
の
量
の
推
移

よ
り
も
む
し
ろ
構
造
の
変
化
に
こ
そ

着
目
す
べ
き
で
あ
る
。
社
会
的
に
支

え
ら
れ
る
べ
き
人
口
が
増
え
て
い
く

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
え
る
べ
き
人

１●
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口
は
、
逆
に
や
せ
細
っ
て
い
く
と
い

う
反
比
例
の
相
関
関
係
に
こ
そ
人
□

減
少
社
会
の
問
題
の
本
質
が
あ
る
。

　
横
浜
市
の
場
合
、
２
０
０
４
年
１

月
１
日
の
総
人
口
に
対
す
る
生
産
年

齢
人
口
の
割
合
は
7
0
・
３
％
。
全
国

平
均
が
6
6
・
９
％
だ
か
ら
全
国
的
に

み
れ
ば
高
い
水
準
に
あ
り
、
ま
だ
ま

だ
生
産
年
齢
の
幹
が
太
い
、
働
き
盛

り
の
都
市
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

も
っ
と
も
１
９
９
６
年
の
7
4
・
４
％

を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
年
々
そ
の
比
率

は
下
が
り
続
け
て
お
り
、
２
０
１
０

年
に
は
6
7
・
０
％
と
現
時
点
で
の
全

国
水
準
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
ま
で
下
が

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

横
浜
の
よ
う
な
首
都
圏
の
大
都
市
の

場
合
、
超
・
少
子
高
齢
化
社
会
が
こ

の
２
０
１
０
年
頃
か
ら
急
速
に
本
格

化
す
る
。
そ
れ
は
現
在
の
横
浜
市
の

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
一
番
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
を
占
め
る
人
口
転
換
期
世
代
※

①
が
、
今
後
、
次
々
高
齢
層
に
入
る

か
ら
だ
。
6
0
歳
定
年
制
と
い
う
現
在

の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
前
提
に
す
れ

ば
、
特
に
現
在
、
5
0
代
中
頃
の
団
塊

の
世
代
が
、
２
０
１
０
年
～
２
０
１

５
年
の
５
年
間
で
、
一
斉
に
経
済
活

動
の
第
一
線
か
ら
リ
タ
イ
ア
す
る
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
晩
婚
化
や
少

子
化
、
世
代
間
同
居
率
の
低
下
な
ど

の
今
の
社
会
の
趨
勢
が
、
現
在
の
ま

ま
推
移
す
れ
ば
、
彼
ら
の
多
く
が
夫

婦
二
人
暮
ら
し
や
一
人
暮
ら
し
世
帯

と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
２

０
０
０
年
の
国
勢
調
査
で
も
す
で

に
、
市
域
の
高
齢
の
一
人
暮
ら
し
、

夫
婦
の
み
世
帯
の
高
齢
者
の
割
合

は
、
全
高
齢
者
世
帯
の
5
0
・
６
％
を

占
め
て
い
る
。
）
す
な
わ
ち
、
2
1
世

紀
前
半
の
人
口
減
少
社
会
で
は
、
高

齢
者
の
生
活
の
単
位
と
な
る
家
族
制

度
そ
の
も
の
も
「
縮
小
」
す
る
の
で

あ
る
。

　
で
あ
る
以
上
、
年
金
や
介
護
の
問

題
の
み
な
ら
ず
、
防
災
・
防
犯
、
居

住
環
境
全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

高
齢
者
の
外
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
公

共
交
通
や
高
齢
者
で
も
可
能
な
就
労

機
会
の
確
保
な
ど
、
今
後
、
四
半
世

紀
以
上
に
渡
っ
て
、
家
族
関
係
に
頼

る
こ
と
の
で
き
な
い
孤
立
す
る
高
齢

者
な
ら
で
は
の
多
種
多
様
な
社
会
的

ニ
ー
ズ
や
生
活
課
題
が
、
膨
大
に
発

生
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
家
族

機
能
が
縮
小
し
続
け
る
中
で
、
高
齢

化
す
る
人
口
転
換
期
世
代
の
生
活
ニ

ー
ズ
に
ど
の
よ
う
に
こ
た
え
て
い
く

か
は
、
横
浜
を
始
め
と
す
る
首
都
圏

の
大
都
市
が
早
晩
、
直
面
す
る
こ
と

に
な
る
深
刻
な
課
題
な
の
で
あ
る
。

②
経
済
縮
小
が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト

　
人
口
減
少
社
会
の
も
う
一
つ
の
側

面
は
、
社
会
全
体
の
生
産
性
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
向
上
せ
ず
、
自
然
の
成

り
行
き
に
任
せ
て
い
た
場
合
、
経
済

活
動
の
規
模
も
ま
た
そ
の
ま
ま
縮
小

し
、
そ
の
結
果
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ

の
価
値
の
減
少
や
社
会
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
減
退
が
避
け
ら
れ
な
い
現
実
と

し
て
起
こ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
電
車
や
バ
ス
の
乗
客
が

減
れ
ば
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
は
緩
和
さ

れ
る
が
、
運
賃
収
入
の
減
少
に
よ
り
、

必
然
的
に
電
車
・
バ
ス
の
本
数
も
減

り
、
現
在
の
交
通
利
便
性
は
、
維
持

で
き
な
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
住
宅
需
要
が
減
り
、
地
価
が

下
が
れ
ば
、
相
対
的
に
低
廉
な
価
格

で
広
い
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
（
そ
も
そ
も
少
子
高
齢
化
社
会

に
広
い
戸
建
て
住
宅
が
必
要
な
の
か

と
い
う
こ
と
は
、
抜
き
に
し
て
も
）

そ
の
分
、
地
価
の
下
落
は
、
個
人
に

と
っ
て
は
、
不
動
産
価
値
の
、
自
治

体
に
と
っ
て
は
、
固
定
資
産
税
収
入

の
減
少
を
意
味
す
る
。
公
教
育
の
施

設
や
サ
ー
ビ
ス
に
し
て
も
、
受
け
手

が
減
れ
ば
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
悪
く
な
り
、
必
然
的
に
統
廃
合

す
る
必
要
が
で
て
く
る
。
さ
ら
に
都

市
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
、
人
手

が
入
る
こ
と
で
初
め
て
維
持
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
緑
地
や
農
地
を
維
持

管
理
す
る
担
い
手
が
減
る
こ
と
で
、

自
然
環
境
そ
の
も
の
が
放
置
さ
れ
荒

廃
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
何
よ
り
も
、

生
産
年
齢
層
が
減
る
こ
と
に
よ
る
市

民
税
の
減
収
に
よ
っ
て
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
も
ま
た
、
大
幅
に
縮
小
せ
ざ
る

を
得
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

　
相
対
的
に
増
大
す
る
高
齢
者
の
行

政
需
要
に
反
比
例
し
て
、
縮
小
せ
ざ

る
を
得
な
い
自
治
体
の
財
政
規
模
と

公
的
サ
ー
ビ
ス
。
大
都
市
自
治
体
に

と
っ
て
も
人
口
減
少
社
会
の
現
実

は
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
だ
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
兆
し
は
、

既
に
横
浜
市
に
お
い
て
も
現
れ
始
め

て
い
る
。

　
横
浜
市
の
地
価
の
動
向
を
見
る
と

１
９
９
２
年
以
来
、
1
2
年
連
続
で
下

落
し
て
お
り
、
２
０
０
３
年
度
で
見

て
も
、
前
年
と
比
較
し
て
、
住
宅
地

は
、
マ
イ
ナ
ス
５
・
２
％
、
商
業
地

は
、
マ
イ
ナ
ス
８
・
１
％
の
下
落
率

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
市
税
収
入
も
、

個
人
所
得
の
減
少
や
地
価
の
下
落
な

ど
を
反
映
す
る
形
で
、
１
９
９
７
年

度
以
降
減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴

い
財
政
規
模
も
１
９
９
９
年
度
以

降
、
縮
小
し
続
け
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
1
0
年
以
上
も
続
く
長
期

経
済
低
迷
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
一
般
に
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、

視
点
を
変
え
れ
ば
、
人
口
減
少
社
会

へ
の
都
市
の
構
造
的
変
化
の
予
兆
を

示
す
も
の
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。
非
「
成
長
・
拡
大
」
の

時
代
の
社
会
認
識
も
、
「
民
の
力
を

存
分
に
発
揮
さ
せ
る
社
会
づ
く
り
」

と
い
う
市
政
方
針
も
こ
う
し
た
人
口

減
少
社
会
の
到
来
と
い
う
文
脈
の
中

で
こ
そ
、
そ
の
意
味
合
い
が
見
え
て

く
る
。
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３
　
都
心
回
帰
と
成
熟
す
る
郊
外
―
ま
だ
ら
模
様

　
　
で
訪
れ
る
横
浜
の
人
口
減
少
社
会

①
南
北
に
分
裂
す
る
「
第
四
山
の
手
」

　
さ
ら
に
、
横
浜
に
と
っ
て
の
人
口

減
少
社
会
を
考
え
る
う
え
で
、
も
う

一
つ
重
要
な
視
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

横
浜
の
場
合
、
人
口
減
少
社
会
が
、

当
面
は
、
全
市
域
一
律
に
訪
れ
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
に
よ
っ
て
状
況
の
異

な
る
形
で
や
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め

の
最
初
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
「
第

四
山
の
手
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。

　
１
９
８
６
年
、
東
京
を
中
心
に
列

島
全
体
が
、
バ
ブ
ル
経
済
の
狂
乱
に

踊
っ
て
い
た
時
に
、
『
「
東
京
」
の
侵

略
』
と
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
題
さ

れ
た
１
冊
の
本
が
、
民
間
の
マ
ー
ケ

テ
ン
グ
情
報
誌
の
編
集
社
か
ら
出
版

さ
れ
た
。
当
時
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で

大
き
く
取
り
上
げ
ら
た
そ
の
本
の
読

み
ど
こ
ろ
は
、
東
京
の
郊
外
の
拡
大

に
よ
っ
て
、
横
浜
の
人
口
や
都
市
機

能
の
重
心
が
海
沿
い
か
ら
内
陸
部
に

シ
フ
ト
す
る
こ
と
で
、
横
浜
そ
の
も

の
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
＝
港
・
横
浜

が
消
滅
し
、
東
京
の
傘
下
に
組
み
こ

ま
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
く
だ
り
で

あ
る
。

　
環
状
２
号
線
よ
り
外
側
の
横
浜
の

内
陸
部
を
「
（
東
京
の
）
第
四
山
の

手
」
と
名
づ
け
、
横
浜
全
体
を
東
京

の
「
植
民
地
」
と
み
な
し
て
し
ま
う
、

挑
発
的
な
本
書
の
説
は
、
「
M
M
2
1

地
区
」
の
開
発
を
旗
印
に
、
横
浜
都

心
臨
海
部
の
機
能
拡
充
に
よ
っ
て
、

首
都
圏
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
よ
う
と
し
て
い
た
当
時
の
横
浜

市
政
に
ち
ょ
っ
と
し
た
シ
ョ
ッ
ク
は

与
え
た
筈
で
あ
る
。

　
た
だ
、
こ
こ
で
押
さ
え
て
お
く
べ

き
重
要
な
点
は
、
１
９
６
０
年
頃
か

ら
東
京
か
ら
の
膨
大
な
流
入
人
口
を

受
け
入
れ
続
け
た
横
浜
内
陸
部
が
、

１
９
７
０
年
代
中
頃
か
ら
の
1
0
年

で
、
急
速
か
つ
ほ
ぼ
計
画
的
に
市
街

化
さ
れ
、
同
書
が
発
行
さ
れ
た
１
９

８
０
年
代
の
中
頃
に
は
、
広
大
な
郊

外
住
宅
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
輪
郭
を
く

っ
き
り
と
現
し
始
め
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
横
浜
内

陸
部
の
み
な
ら
ず
、
同
書
の
表
現
を

借
り
れ
ば
「
都
心
か
ら
半
径
4
0
に
㎞
内

外
の
西
南
部
分
－
西
部
池
袋
線
所

沢
、
京
王
線
聖
蹟
桜
ヶ
丘
、
小
田
急

線
町
田
・
新
百
合
ヶ
丘
、
田
園
都
市

線
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
・
つ
く
し
野
、
さ

ら
に
東
海
道
線
藤
沢
、
京
浜
急
行
金

沢
八
景
あ
た
り
ま
で
」
地
続
き
で
一

体
と
な
っ
て
神
奈
川
、
多
摩
、
埼
玉

に
ま
た
が
る
広
大
な
多
摩
丘
陵
の
台

地
を
な
ぞ
る
よ
う
に
、
人
口
７
０
０

万
を
優
に
超
え
る
一
大
都
市
圏
が
恐

る
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
形
成
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
※
②
。
そ
し

て
、
「
第
四
山
の
手
」
エ
リ
ア
の
典

型
的
な
住
民
層
の
属
性
は
、
「
2
0
歳

代
～
4
0
歳
代
の
若
く
て
働
き
盛
り

で
、
結
婚
し
て
、
子
ど
も
が
二
人
の

核
家
族
。
夫
は
、
東
京
の
会
社
に
通

勤
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
妻
は
家
庭

で
専
業
主
婦
」
と
い
う
共
通
の
ス
タ

イ
ル
を
持
つ
団
塊
の
世
代
を
中
心
と

し
た
人
口
転
換
期
世
代
で
あ
っ
た
。

ま
さ
に
、
丁
度
こ
の
時
期
、
青
壮
年

期
に
あ
っ
た
彼
ら
こ
そ
『
東
京
の
侵

略
』
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
郊
外
型

新
中
間
層
（
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ
層
）

図―1　第四山の手の範囲

●旧山の手

●第四山の手

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
の

郊
外
生
活
（
マ
イ
カ
ー
移
動
に
よ
る

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
の
Ｓ
Ｃ
へ
の
週
末
買

出
し
や
フ
ァ
ミ
レ
ス
へ
の
食
事
等
）

を
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
を
通
じ
て
、

こ
の
多
摩
丘
陵
か
ら
全
国
に
広
め
た

の
で
あ
っ
た
（
図
１
　
第
四
山
の
手

の
範
囲
）
。

　
そ
れ
か
ら
約
2
0
年
が
過
ぎ
、
こ
の

「
第
四
山
の
手
」
エ
リ
ア
に
も
人
口

減
少
社
会
の
足
音
が
忍
び
よ
り
つ
つ

あ
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
平

成
９
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
東
京
都

出典：「東京の侵略」（パルコ出版）
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心
に
向
け
て
の
人
口
回
帰
現
象
で
あ

る
。
東
京
2
3
区
が
社
会
増
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
、
都
心
の
求
心
力
が
高

ま
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
都
心
の
地

価
が
下
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
居
住

地
選
択
の
裾
野
が
広
が
っ
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
横
浜
市
民
生
活
行

動
調
査
（
２
０
０
０
年
　
横
浜
市
企

画
局
）
等
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

居
住
地
の
選
択
要
件
と
し
て
、
公
共

交
通
の
便
の
よ
さ
や
買
い
物
の
便
利

さ
な
ど
「
利
便
性
」
を
重
視
し
よ
う

と
し
て
い
る
市
民
ニ
ー
ズ
は
、
潜
在

的
に
高
く
、
価
格
さ
え
下
が
れ
ば
、

多
少
、
家
の
間
取
り
が
狭
く
な
っ
た

り
、
周
辺
の
緑
が
少
な
く
て
も
都
心

に
住
も
う
と
い
う
市
民
は
、
共
働
き

図―2　人口増減

世
帯
や
若
年
層
に
多
い
※
③
。

　
そ
の
合
わ
せ
鏡
と
し
て
、
か
つ
て

拡
大
す
る
東
京
の
郊
外
と
し
て
一
体

的
に
形
成
さ
れ
た
「
第
四
山
の
手
エ

リ
ア
」
に
お
い
て
も
、
都
心
へ
の
距

離
や
交
通
利
便
性
を
基
軸
に
し
て
居

住
人
口
に
濃
淡
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め

て
い
る
の
だ
。

　
例
え
ば
、
１
９
９
５
年
か
ら
２
０

０
０
年
の
こ
の
エ
リ
ア
の
人
口
推
移

を
み
る
と
、
東
京
都
心
に
近
い
市
域

の
内
陸
北
部
ゾ
ー
ン
が
、
隣
接
す
る

川
崎
北
部
エ
リ
ア
と
共
に
、
依
然
と

し
て
５
％
を
超
え
る
高
い
人
口
増
加

率
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
市

域
南
部
ゾ
ー
ン
で
は
、
三
浦
半
島
・

湘
南
エ
リ
ア
と
共
に
、
人
口
が
減

図―3　65歳以上比率
少
・
停
滞
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か

る
（
図
２
）
。
ま
た
、
老
年
人
口
の

構
成
比
率
を
み
る
と
、
北
部
ゾ
ー
ン

で
は
、
青
葉
、
都
筑
、
宮
前
区
が

1
0
％
以
下
に
な
っ
て
い
る
の
を
始

め
、
軒
並
み
低
く
な
っ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
鎌
倉
・
逗
子
・
葉
山
で
は

2
0
％
を
超
え
、
市
域
の
南
・
西
部
ゾ

ー
ン
で
も
概
ね
1
5
％
前
後
の
比
較
的

高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
（
図
３
）
。

さ
ら
に
、
年
少
人
口
の
構
成
比
率
を

み
て
も
2
0
％
近
い
都
筑
区
を
筆
頭

に
、
大
和
・
藤
沢
を
含
め
た
北
西
周

縁
部
が
比
較
的
高
く
な
っ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
市
域
南
部
ゾ
ー
ン
や
三

浦
半
島
エ
リ
ア
で
は
、
少
子
化
も
急

速
に
進
み
つ
つ
あ
る
（
図
４
）
。

　
か
つ
て
第
四
山
の
手
と
し
て
一
体

的
に
捉
え
ら
れ
た
横
浜
内
陸
部
の
住

宅
群
が
、
南
北
に
大
き
く
色
分
け
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

東
京
に
近
く
、
開
発
余
地
も
あ
る
田

園
都
市
沿
線
や
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
、
東
横
沿
線
を
抱
え
る
北
部
エ
リ

ア
で
は
、
引
き
続
き
「
成
長
・
拡
大

型
」
社
会
の
構
造
が
続
い
て
い
る
が
、

南
西
部
エ
リ
ア
、
特
に
南
部
エ
リ
ア

で
は
、
す
で
に
非
「
成
長
・
拡
大
型
」

の
人
口
減
少
社
会
へ
と
転
換
し
つ
つ

あ
る
の
で
あ
る
。

②
人
口
減
少
社
会
が
先
駆
的
に
訪
れ

　
る
南
西
部
エ
リ
ア
の
大
規
模
住
宅

　
団
地

　
さ
ら
に
、
同
じ
南
西
部
エ
リ
ア
に
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図―4　15歳未満比率お
い
て
も
、
比
較
的
、
市
街
地
形
成

の
時
間
軸
が
長
い
、
駅
周
辺
の
混
在

型
市
街
地
と
、
主
に
昭
和
4
0
年
代
後

半
か
ら
6
0
年
代
前
半
に
か
け
て
短
期

間
で
計
画
的
に
形
成
さ
れ
た
駅
か
ら

バ
ス
圏
の
計
画
的
大
規
模
住
宅
団
地

で
は
、
人
口
動
態
・
構
造
が
大
き
く

異
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
ず
、
駅
周

辺
の
市
街
地
で
は
、
人
口
が
増
加
傾

向
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
計
画
的
大

規
模
団
地
で
は
、
お
お
む
ね
減
少
傾

向
に
あ
る
※
④
。
南
西
部
エ
リ
ア
の

中
で
も
交
通
利
便
性
や
買
い
物
の
便

利
さ
な
ど
の
要
素
で
居
住
環
境
が
選

択
さ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も

の
だ
と
類
推
で
き
る
が
、
着
目
す
べ

き
は
、
南
西
部
エ
リ
ア
の
大
規
模
住

期
に
大
量
に
入
居
し
た
2
0
代
～
4
0
代

だ
っ
た
人
口
転
換
期
世
代
の
子
ど
も

の
世
代
が
、
自
立
の
年
齢
に
達
し
た

際
に
転
居
し
て
し
ま
う
た
め
、
世
代

の
再
生
産
が
さ
れ
ず
、
住
み
替
え
に

よ
る
世
代
交
替
も
な
い
ま
ま
に
、
親

の
世
代
の
み
が
残
り
住
み
続
け
、
そ

の
ま
ま
年
齢
を
重
ね
て
い
く
と
い
う

傾
向
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
仮
に
、
こ
の
ま
ま
の
傾
向
で
人
口

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
推
移
す
れ
ば
、
２
０

１
５
年
頃
に
は
、
南
西
部
エ
リ
ア
の

大
規
模
住
宅
団
地
群
の
大
半
は
、
若

者
の
い
な
い
、
高
齢
者
世
帯
の
み
が

住
む
街
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
郊
外
の
計
画
的
住
宅
団

地
に
お
け
る
住
宅
取
得
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
が
一
定
の
年
齢
層
に
集
中
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

こ
れ
は
、
南
西
部
に
限
ら
ず
、
い
ま

だ
若
年
層
が
流
入
し
つ
づ
け
る
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
よ
う
な
北
部
の
計

画
的
住
宅
団
地
で
も
い
ず
れ
、
起
こ

り
う
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
横
浜
都
心
臨
海
部
に
お
け
る
人
口

　
回
帰
が
も
た
ら
す
課
題

　
こ
の
よ
う
な
横
浜
内
陸
部
の
南
西

部
エ
リ
ア
で
、
大
規
模
団
地
を
中
心

に
若
年
層
を
中
心
と
し
た
人
口
流
出

が
起
こ
っ
て
い
る
一
方
で
、
横
浜
の

ま
だ
ら
模
様
の
人
口
減
少
社
会
を
考

え
る
う
え
で
、
見
落
と
し
て
は
な
ら

な
い
の
は
、
都
心
居
住
志
向
の
高
ま

り
に
よ
っ
て
、
東
京
都
心
と
同
じ
よ

う
に
横
浜
の
都
心
臨
海
部
で
も
、
マ

ン
シ
ョ
ン
供
給
の
急
増
に
よ
る
人
口

回
帰
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

　
「
そ
れ
は
、
結
構
な
こ
と
だ
」
と

は
言
っ
て
ら
れ
な
い
。
も
と
も
と
都

心
臨
海
部
は
、
横
浜
の
業
務
・
商

業
・
観
光
・
工
業
地
区
の
中
核
と
し

て
機
能
し
て
き
た
エ
リ
ア
で
あ
り
、

市
民
の
居
住
を
想
定
し
て
い
な
い
た

め
、
今
後
、
学
校
、
保
育
所
な
ど
市

民
生
活
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
課
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
か
ら
だ
。

　
な
お
こ
の
人
口
減
少
社
会
の
中
の

都
心
居
住
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
本

特
集
の
「
④
都
心
臨
海
部
に
お
け
る

人
口
回
帰
現
象
が
も
た
ら
す
課
題
」

が
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
。

４
　
成
長
か
ら
縮
小
ヘ
―

　
　
都
市
政
策
の
構
造
転
換
を
目
指
し
て

　
成
長
期
の
横
浜
市
の
都
市
政
策
の

基
本
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
内
陸
部

の
人
口
急
増
に
対
し
て
、
学
校
や
下

水
道
な
ど
の
基
本
的
な
生
活
イ
ン
フ

ラ
を
大
量
か
つ
迅
速
に
整
備
し
な
が

ら
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
よ
う
な

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

っ
て
計
画
的
な
開
発
を
推
進
す
る
と
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宅
団
地
群
の
人
口
減
少
が
、
若
年
層

の
流
出
に
よ
る
世
帯
規
模
の
縮
小
と

高
齢
化
を
伴
っ
て
い
る
と
い
う
事
実

で
あ
る
。
こ
の
構
造
に
つ
い
て
は
、

本
特
集
の
「
②
ま
だ
ら
模
様
で
訪
れ

る
横
浜
の
人
口
減
少
社
会
」
が
メ
ッ

シ
ュ
統
計
を
活
用
し
て
詳
細
に
分
析

し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
戸
建

て
、
中
高
層
の
種
別
は
問
わ
ず
、
大

規
模
団
地
群
の
人
口
構
成
5
0
歳
中
頃

に
年
齢
の
大
き
な
ピ
ー
ク
が
あ
り
、

共
通
し
て
3
0
歳
代
の
比
率
が
少
な
い

の
が
特
徴
で
あ
り
、
2
0
才
中
頃
に
第

２
の
ピ
ー
ク
が
来
て
、
2
0
歳
以
下
の

年
齢
区
分
で
は
、
若
い
ほ
ど
少
な
く

な
る
と
い
う
※
⑤
。
こ
れ
は
、
計
画

住
宅
地
が
供
給
さ
れ
た
際
に
、
一
度



共
に
、
無
秩
序
な
宅
地
開
発
を
宅
地

開
発
指
導
要
綱
な
ど
の
行
政
指
導
や

建
築
協
定
な
ど
の
住
民
の
自
主
的
ル

ー
ル
形
成
に
よ
っ
て
抑
制
す
る
と
い

う
い
わ
ば
総
合
的
な
成
長
管
理
政
策

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
可
能
に

な
っ
た
の
も
、
上
昇
し
続
け
る
地
価

が
生
み
出
す
開
発
利
益
と
急
増
す
る

働
き
盛
り
の
新
市
民
が
も
た
ら
す
税

収
入
の
裏
付
け
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
人
口
減
少

社
会
の
到
来
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
成
長
し
続
け
る
人
口
と
拡
大
し
続

け
る
財
政
の
相
関
関
係
が
大
き
く
崩

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
か

つ
て
は
一
律
に
成
長
し
、
地
域
課
題

も
比
較
的
均
一
的
で
あ
っ
た
内
陸
部

エ
リ
ア
の
住
宅
街
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
地
に
応
じ
て
、
異
な
る
相
貌
と
そ

れ
に
応
じ
た
多
種
多
様
な
課
題
を
抱

え
始
め
て
い
る
。

　
人
口
減
少
社
会
の
個
々
の
地
域
課

題
に
対
応
す
る
施
策
や
事
業
と
共

に
、
そ
れ
ら
を
体
系
的
に
位
置
付
け
、

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
理
念
的

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
も
含
め
た
「
総
合
的

縮
小
管
理
政
策
」
※
⑥
と
も
い
う
べ

き
新
し
い
都
市
政
策
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え

　
今
回
の
調
査
季
報
１
５
４
号
の
特

集
「
人
口
減
少
社
会
に
臨
む
都
市
横

浜
」
の
趣
旨
も
、
人
口
減
少
社
会
の
予

兆
と
な
る
横
浜
の
現
況
と
現
れ
つ
つ

あ
る
課
題
を
統
計
デ
ー
タ
の
解
析
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
把
握

し
、
紹
介
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、

そ
れ
に
基
い
て
、
横
浜
市
と
し
て
非

「
成
長
・
拡
大
」
の
時
代
に
相
応
し

い
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の
あ
り
よ
う
な
ど

を
考
察
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ

は
、
新
し
い
都
市
政
策
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
を
形
成
す
る
た
め
の
基
礎
的
資
料

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
狙

い
と
し
て
い
る
。

　
行
政
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
市
民
の
方
々
に
も
ご
一
読
い
た
だ

き
た
い
。
私
達
の
横
浜
が
こ
れ
か
ら

迎
え
よ
う
と
す
る
人
口
減
少
社
会
と

は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
社
会
な
の
か
、

そ
し
て
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に

私
達
は
一
体
、
何
を
す
べ
き
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
材
料
に

し
て
、
共
に
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
う
も
の
で
あ
る
。

横
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
礎
調
査
推
進
Ｐ
Ｊ

メ
ン
バ
ー

都
市
経
営
局
政
策
課
担
当
課
長
　
水
野
　
敦
志

都
市
経
営
局
政
策
課
担
当
課
長
　
小
沢
　
朗

都
市
経
営
局
政
策
課
課
長
補
佐
　
花
内
　
洋

都
市
経
営
局
政
策
課
担
当
係
長
　
中
川
　
久
美
子

都
市
経
営
局
政
策
課
課
長
補
佐
　
宮
谷
　
敦
子

都
市
経
営
局
政
策
課
課
長
補
佐
　
永
木
　
宏
一
郎

都
市
経
営
局
政
策
課
　
　
　
　
　
関
口
　
昌
幸

都
市
経
営
局
政
策
課
　
　
　
　
　
加
藤
　
勝
彦

都
市
経
営
局
政
策
課
　
　
　
　
　
行
田
　
岳
史

都
市
経
営
局
政
策
課
　
　
　
　
　
田
中
　
昌
史

都
市
経
営
局
政
策
課
　
　
　
　
　
森
　
香
里

総
務
局
統
計
解
析
課
担
当
係
長
　
入
江
　
佳
久

谷
口
計
画
事
務
所
代
表
　
　
　
　
谷
口
　
和
豊

※①1925年（大正14年）から1950 (昭和25）年頃までに生まれ

た世代をいう。この時期、日本において、産業の進展と共に、

死亡率の低下が進み、多産多死から多産少死へと人口構造が転

換したことからこのように呼ばれている。この世代は、平均４

人兄弟・姉妹であり、子どもの頃は大家族の中で育ったが、結

婚し、家族を形成する際には、夫婦と子どもからなる核家族に

よるライフスタイルを一般化させた。

※③ライフステージやライフスタイルごとの市民の居住選択の

傾向については､横浜市民生活白書「よこはまの暮らしやすさ。」

（平成13年度発行）の第1章で詳細に分析している。

※④本特集の「メッシュ統計で浮き彫りにする人口減少社会の

輪郭～横浜の人口減少社会は、まだら模様でやってくる～」の

１章「人口、世帯数の増減類型と特性」を参照。

※⑥「総合的縮小管理政策」とは人

口の縮小を当然のこととし、受け入

れるという意味ではなく、むしろ、

人口の縮小を前提としながらも、引

き続き市民生活の質は向上させられ

るように適切に政策的な調整を行う

積極的な意味を持つものである。

※②本特集の藤井論文でも触れられているが、DIDでみると横

浜市の内陸部及び隣接する市町村は､昭和40年代後半から､昭和

50年代にすべからく市街化のピークを迎えており、昭和60年前

後には既に市街地として成熟期に入り始めていたことがわかる。

　※⑤「メッシュ統計で浮き彫りにする人口減少社会の輪郭～横

　浜の人口減少社会は、まだら模様でやってくる～」図―４、

　図―５参照。
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よ
う
。
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